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消防法（昭和23年法律第186号）第17条の ９ 第 1 項の規定により，岡山県知事から委任された消防設備士試験を

次のとおり実施します。

１ 　試験の種類
⑴　甲種消防設備士試験（特類， 1 類〜 ５ 類）

⑵　乙種消防設備士試験（ 1 類〜 7 類）

２ 　申 請 方 法
受験申請の方法は，書面による受験申請（以下「書面申請」という。）とインターネットによる受験申請（以

下「電子申請」という。）の 2 通りがあります。

具体的な手続きは，P. 7 の「10　受験申請に必要な書類等」をご覧ください。

書面申請と電子申請の受付期間が異なるので，ご注意ください。

３ 　試験日時及び受験願書受付期間，受付場所

 １ 　写真を貼った受験票を必ず持参してください。
⑴ 受験票は，試験日の10日前に発送します。
⑵ 受験票に写真（縦4.5㎝・横３.5㎝）を貼って試験当日に必ず持参してください。
※ 試験当日に「受験票を忘れた」又は，持参した受験票に「写真を貼っていない」，「本
人と確認できない写真を貼った」場合には，受験できません。

※ 「受験票が届いていない」 場合は，必ず試験日前々日の １ ７ 時までに，消防試験研究セ
ンター岡山県支部（電話： 0 8 6 − 2 2 7 − 1 ５ 3 0 ，受付時間： ９ ： 0 0 〜 1 7 ： 0 0

（土日，祝日は除く））へご連絡ください。

 ２ 　インターネットによる受験申請（電子申請）ができます。
⑴ 書面による受験申請のほか，ホームページ上から電子申請ができます。
⑵ 電子申請の手続きの仕方，申請できる試験種別，注意事項等の詳細につきましては，
（一財）消防試験研究センターホームページで，十分ご確認の上，電子申請メニュー画
面から申請してください。

　　 ホームページアドレス　https://www.shoubo-shiken.or.jp
⑶ 書面による申請と電子申請の受付期間が違いますので気をつけてください。
※電子申請に関する問い合わせは，  ０ 5 ７ ０ − ０ ７ − １ ０ ０ ０ にご連絡ください。
　　　　（一財）消防試験研究センター　電子申請室
　　　　　　　受付時間：平日　 ９ ： ０ ０ 〜 １ ７ ： ０ ０  （土日，祝日は除く）
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試　験　日 試　験　の　種　類 集合時間 試 験 時 間

令和 4年
８月21日（日）

午
前

甲種（ ４ 類， ５ 類） 8 ：30 ９ ：00〜12：1５

乙種（ ５ 類， 6 類） 8 ：30 ９ ：00〜10：４５

午
後

甲種（特類） 12：30 13：00〜1５：４５

甲種（ 1 類， 2 類， 3 類） 12：30 13：00〜16：1５

乙種（ 1 類， 2 類， 3 類， ４ 類， 7 類） 12：30 13：00〜1４：４５



⑴　受験願書の受付は（一財）消防試験研究センター岡山県支部のみで行い，持参，郵送のいずれでも受付けます

が，新型コロナウイルス感染防止のため，できるだけ郵送でお願いします。消防署では受付を行っていません。

・願書提出先：〒７００-０8２4 岡山市北区内山下 ２−１１−１6 小山ビル 4階（一財）消防試験研究センター岡山県支部

⑵　郵送の場合，封筒の表に「消防設備士試験願書在中」と朱書してください。

（受付最終日の郵便局の消印有効ですが，願書が正確に記入され必要書類がそろっているものに限り受付け

ますので，できるだけ受付期間内の早めの時期に手続きしてください。）

（願書が届いたか否かの照会には対応できかねます。特定記録郵便で郵送されると，願書を当支部に郵送し

た記録がお手元に残ります。）

（受付開始前に届いた願書は，原則，申請者負担で返送します。改めて提出してください。）

（受付期間終了後に届いた願書は，原則，申請者負担で返送します。）

⑶　午前と午後の試験から各 1種類が受験できます。午前・午後で 2種類の受験をする場合（併願受験）は，願

書を類ごとにそれぞれ作成し，必ず 2部一緒に提出してください。電子申請では併願受験の申請はできません。

　 （併願受験の場合は，所定の払込用紙を使って受験手数料を別々に払込み，その振替払込受付証明書（お客
さま用）をそれぞれの願書Ｂ面の所定欄に全面のり付けしてください。）

⑷　一旦提出し，当センターで受理した受験願書は，取り下げることはできません。

⑸　願書の記入文字が乱雑で判読できない場合は，受験を拒否することがあります。また，虚偽の記載をしたり，

虚偽の証明書等を提出した場合は，受験を拒否しまたは合格を取り消すことがあります。

⑹　試験当日は試験開始30分前までに，試験室に集合してください。注意事項等の説明があります。

4 　試験の実施場所（P.12　試験会場案内図参照）
　岡山商科大学　岡山市北区津島京町 ２丁目１０− １

　 （上記のとおり予定していますが，変更する場合もありますので，試験日の10日前に発送する受験票でご確

認ください。）

5 　受験資格
⑴　甲種消防設備士試験には一定の受験資格が必要です。

　　乙種消防設備士試験には，受験資格は必要ありません。誰でも受験できます。

⑵　特類の甲種消防設備士試験は，次に掲げる免状を有する者であれば受験できます。

　　【甲種特類受験資格者】甲種 1 類から甲種 3 類のうちいずれかひとつ以上の免状の交付を受けていて，かつ，

甲種 ４ 類及び甲種 ５ 類の両方の免状の交付を受けている者

⑶　特類以外の甲種消防設備士試験は，次のうちいずれかに該当すれば受験できます。

なお，該当する者は，受験願書の「甲種受験資格」欄に【　　】内の略称を記入してください。

ア　次に掲げる学校において機械，電気，工業化学，土木又は建築に関する学科又は課程
※

を修めて卒業した者

（当該学科又は課程を修めて学校教育法による専門職大学の前期課程を修了した者を含む。）
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願書受付期間
書面申請

令和 ４ 年 6 月27日（月）〜令和 ４ 年 7 月 7 日（木）
９ ：00〜17：00（土・日・祝日を除く。）

受付最終日の郵便局の消印有効

電子申請
令和 ４ 年 6 月2４日（金） ９ ：00〜
令和 ４ 年 7 月 ４ 日（月）17：00



①　【大卒】【短大卒】【高専卒】 　学校教育法による大学，短期大学，又は高等専門学校

②　【専門職了】学校教育法による専門職大学

③　【高校卒】【中等教育卒】 　学校教育法による高等学校又は中等教育学校（機械，電気等の科目
※

を 8 単

位以上修得して卒業した者。）

④　【旧大学卒】【旧専卒】【旧中卒】等　旧大学令による大学，旧専門学校令による専門学校又は旧中等学

校令による中等学校

⑤　【外国の学校】 　外国に所在する学校で，学校教育法による大学，短期大学，高等専門学校又は高校に相

当するもの

⑥　【旧大学等卒】 　旧台湾教育令，旧朝鮮教育令，旧在関東州及び在満帝国臣民教育令若しくは大正10年

勅令第328号による大学又は専門学校

⑦　【旧高師卒】 　旧師範教育令による高等師範学校

⑧　【教員養成所】 　旧実業学校教員養成所規程による教員養成所

イ　次に掲げる学校において機械，電気，工業化学，土木又は建築に関する授業科目
※

を1５単位以上修得した

者（単位制でない学校の場合は，授業時間数を換算します。）

①　【大学等1５単位】 　学校教育法による大学，短期大学，高等専門学校又は大学院

②　【専修学校】 　学校教育法による専修学校（専門学校）

③　【各種学校】 　学校教育法による各種学校

④　【大学，短大，高専の専攻科】 　学校教育法により大学，短期大学又は高等専門学校に置かれる専攻科

⑤　【防衛大学校】 　防衛省設置法による防衛大学校

⑥　【防衛医科大学校】 　防衛省設置法による防衛医科大学校

⑦　【職業能力開発総合大学校等】 　職業能力開発促進法による職業能力開発（総合）大学校，職業能力開

発短期大学校

⑧　【職業能力開発大学校等】 　職業能力開発促進法改正前の職業能力開発（短期）大学校

⑨　【職業訓練大学校等】 　職業能力開発促進法改正前の職業訓練（短期）大学校

⑩　【前職業訓練大学校等】 　職業訓練法改正前の職業訓練（短期）大学校

⑪　【旧職業訓練大学校】 　職業訓練法廃止前の職業訓練大学校

⑫　【中央職業訓練所】 　職業訓練法改正前の中央職業訓練所

⑬　【水産大学校】 　独立行政法人水産大学校

⑭　【海上保安大学校】 　国土交通省組織令による海上保安大学校

⑮　【気象大学校】 　国土交通省組織令による気象大学校

ウ　次に掲げる実務経験を有する者

①　【整備経験 2 年】 　乙種消防設備士免状の交付を受けた後 2 年以上，工事整備対象設備等の整備（消防

法施行令第36条の 2 第 2 項に定める消防用設備等に限る。）の経験を有する者

②　【工事補助 ５ 年】 　工事整備対象設備等の工事（消火器具，動力消防ポンプ，非常警報器具，誘導標識

等の明らかに工事を伴わないものは該当しない。）の補助者として， ５ 年以上の実務経験を有する者

③　【消防行政 3 年】 　消防行政に係る事務のうち消防用設備等に関する事務について， 3 年以上の実務経

験を有する者

④　【省令前 3 年】 　昭和４1年 ４ 月21日以前において，消防用設備等の工事について 3 年以上の実務経験を

有する者
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エ　次に掲げる資格，免状等を有する者

①　【技術士（○○部門）】 　技術士法による技術士第 2 次試験に合格した者

②　【電気工事士】 　電気工事士法による電気工事士免状の交付を受けている者，又は電気工事士法施行規

則による旧電気工事技術者検定合格証明書の所持者で電気工事士免状の交付を受けているとみなされる者

（電気工事士の試験に合格しても免状を所持していない者及び認定電気工事従事者は該当しません。）

③　【電気主任技術者】 　電気事業法による第 1 種，第 2 種又は第 3 種電気主任技術者免状の交付を受けて

いる者，又は電気事業法附則第 7 項の規定により電気主任技術者免状の交付を受けているとみなされる者

④　【博（修）士】 　理学，工学，農学又は薬学のいずれかに相当する分野において，博士又は修士の学位

（外国において授与された学位で，これに相当するものを含む）を有する者

⑤　【専検合格者】 　専門学校卒業程度検定試験の機械，電気，工業化学，土木又は建築の部門に関する合

格者

⑥　【管工事技士】 　建設業法施行令による管工事施工管理技士

⑦　【教員免許状】 　教育職員免許法により，高等学校の工業の教科について普通免許状を有する者（旧教

員免許令による教員免許状所有者を含む。）

⑧　【無線従事者】 　電波法第４1条の規定により，無線従事者の資格の免許を受けている者（アマチュア無

線技士は除く。）

⑨　【建築士】 　建築士法による 1 級建築士又は 2 級建築士

⑩　【配管技能士】 　職業能力開発促進法（旧職業訓練法）による配管技能士

⑪　【ガス主任技術者】 　ガス事業法によるガス主任技術者免状の交付を受けている者＜第 ４ 類消防設備士

の受験に限る。＞

⑫　【給水技術者】 　給水装置工事主任技術者又は給水責任技術者等

⑬　【条例設備士】 　東京都火災予防条例による旧制度の消防設備士

⑭　【甲種設備士】 　他の類の甲種消防設備士免状の交付を受けている者

※機械，電気，工業化学，土木又は建築に関する学科・課程・授業科目について不明な場合は，ホームページ

を参照するか（一財）消防試験研究センター岡山県支部までお問い合わせください。その他受験資格について

不明な場合も，お問い合わせください。

6 　試験科目，問題数及び試験時間
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種　　類 試　　験　　科　　目 問題数 試験時間

甲種
特類 筆記

①　消防関係法令
②　工事整備対象設備等の構造，機能及び工事又は整備の方法
③　工事整備対象設備等の性能に関する火災及び防災に係る知識

1５問
1５問
1５問

2 時間
　４５分

甲種
1 類
〜
５ 類

筆記
①　消防関係法令
②　機械，電気に関する基礎的知識
③　受験に係る消防用設備等の構造・機能及び工事・整備の方法

1５問
10問
20問 3 時間

　1５分
実技 ④　受験に係る消防用設備等に関する鑑別等

⑤　受験に係る消防用設備等に関する製図
５ 問
2 問

乙種
全類

筆記
①　消防関係法令
②　機械，電気に関する基礎的知識
③　受験に係る消防用設備等の構造・機能及び整備の方法

10問
５ 問
1５問

1 時間
　４５分

実技 ④　受験に係る消防用設備等に関する鑑別等 ５ 問

　筆記試験と実技試験は，同時に行い，両試験の時間は区分しません。



７ 　試験の方法
⑴　筆記試験　　マーク式の解答カードを使用します。甲種，乙種とも ４ 肢択一式です。

⑵　実技試験（甲種特類を除く） 　　鑑別等，製図とも，写真，イラスト，図面等による記述式です。

8 　試験の一部免除
消防設備士，電気工事士，電気主任技術者，技術士等の資格を有する者は，申請により試験の一部が免除にな

ります。この場合の試験時間は，短縮になります。

なお， 2 つ以上の資格を有する者は，それぞれ資格ごとに申請できます。

⑴　消防設備士免状の所有者

前記 6 の筆記試験のうち，所有する免状の種類及び受験する種類により，次表のように免除になります。

　　消防設備士資格による科目免除一覧表

⑵　電気工事士（甲種 ５ 類，乙種 ５ 類，乙種 6 類を受験する場合は，免除の対象になりません。電気工事士の試

験に合格しても免状を所持していない者及び認定電気工事従事者は，免除は受けられません。）

前記 6 の筆記試験のうち，「消防関係法令」を除き，「基礎的知識」及び「構造・機能及び工事・整備の方法」

のそれぞれの科目中における「電気に関する部分」が免除になります。

さらに，実技試験において，甲種 ４ 類・乙種 ４ 類を受験する場合は，鑑別等試験の問 1 が免除になり，乙種

第 7 類の場合は，全問が免除になります。

⑶　電気主任技術者（甲種 ５ 類，乙種 ５ 類，乙種 6 類を受験する場合は，免除の対象になりません。）

前記 6 の筆記試験のうち，「消防関係法令」を除き，「基礎的知識」及び「構造・機能及び工事・整備の方法」

のそれぞれの科目中における「電気に関する部分」が免除になります。
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受験する消防設備士試験の種別

甲
１
甲
２
甲
３
甲
４
甲
５
乙
１
乙
２
乙
３
乙
４
乙
５
乙
６
乙
７

既
に
取
得
し
て
い
る
消
防
設
備
士
の
資
格
種
別

甲　 1 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

甲　 2 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

甲　 3 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

甲　 ４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

甲　 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

乙　 1

※ 　乙種消防設備士
の資格では甲種消
防設備士試験にお
いて科目免除を受
けることはできま
せん。　　　　　

◎ ◎ ○ ○ ○ ○

乙　 2 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

乙　 3 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

乙　 ４ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

乙　 ５ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

乙　 6 ○ ○ ○ ○ ◎ ○

乙　 7 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

※表中記号の凡例
　◎： 消防関係法令の共通部分と基礎的知識

が免除になります。
　○： 消防関係法令の共通部分が免除になり

ます。



⑷　技　術　士

次表に掲げる技術の部門に応じて，試験の類について，前記 6 の筆記試験のうち，「基礎的知識」と「構

造・機能及び工事・整備の方法」が免除になります。

⑸　日本消防検定協会又は指定検定機関の職員で，型式承認の試験の実施業務に 2 年以上従事した者

前記 6 の筆記試験のうち，「基礎的知識」と「構造・機能及び工事・整備の方法」が免除になります。

⑹　 ５ 年以上消防団員として勤務し，かつ，消防学校の教育訓練のうち専科教育の機関科を修了した者（乙種 ５

類，乙種 6 類を受験する場合のみ対象になります）

前記 6 の筆記試験のうち，「基礎的知識」と実技試験の全問が免除になります。

９ 　試験の一部免除の申請
試験の一部免除資格を有する者は，受験願書の試験の免除欄の「受ける」か「受けない」のいずれかに必ず○

を記入してください。

なお，免除を受けるためには次表のとおり，資格を証明する書類が必要です。

１０　受験申請に必要な書類等
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部　　門 試験の類（甲・乙とも） 部　　門 試験の類（甲・乙とも）
機 械 部 門 1 ， 2 ， 3 ， ５ ， 6 類 化 学 部 門 2 ， 3 類
電気・電子部門 ４ ， 7 類 衛 生 工 学 部 門 1 類
 ※　上記以外の専門分野の者は試験の一部免除はありませんが，甲種の受験資格はあります。

免除を受けるための資格 証　　　明　　　書　　　類

前記 8 ⑴の資格を有する者 消防設備士免状のコピー

前記 8 ⑵の資格を有する者 電気工事士免状のコピー

前記 8 ⑶の資格を有する者 電気主任技術者免状のコピー

前記 8 ⑷の資格を有する者 技術士第 2 次試験若しくは本試験の合格証明書又は技術士登録証のコピー

前記 8 ⑸の資格を有する者 型式承認試験の実施業務の従事証明書

前記 8 ⑹の資格を有する者
５ 年以上消防団員として勤務したことを証明する市町村長又は消防団長による
書類（原本）及び，専科教育の機関科を修了したことを証明する消防学校長に
よる書類（コピー）

※ 過去に試験の一部免除を受けた者は，その時の受験票又は資格判定コード欄に番号が印字されている試験結
果通知書で証明することができます。

受 験 願 書

受験申請方法は，書面申請と電子申請の ２通りがあります。
書面申請
1 　受験願書は，※印の欄以外はすべて受験者が黒色のボールペンで記入してください。
　　　（P.13〜1５の記入例を参照のこと）
2 　氏名，生年月日，本籍，現住所等正確によくわかるように記入してください。

電子申請
１  　当センターホームページにアクセスし，電子申請メニュー画面から申し込んでください。
2  　電子申請で団体受験申請をする場合は，「団体コード」，「団体確認キー」，「団体代表者

キー」を入力する必要がありますので，事前に岡山県支部にお問い合わせください。
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証 明 書 類
（該当する人
のみ）

書面申請
　次の証明書は，願書Ｂ面裏に貼ってください。
１ 　甲種受験者の資格を証明する書類（次のうちいずれか）
①　卒業証明……学科名が明記されている卒業証書（写），又は学校の卒業証明書（原本）
②　単位取得証明… …学校の単位取得証明書（原本）又は授業科目別の履修時間の入った

履修証明書等（原本）
③　消防設備士の証明……既に持っている甲種消防設備士免状（写）
④　実務経験の証明……実務経験の証明は，受験願書Ｂ面裏の様式に記入すること。
⑤　その他の資格等……他の国家試験による免許証，免状，合格証明書等（写）
⑥　過去の受験証明… …過去に甲種を受験した者は，その時の受験票（控）又は結果通知

書（資格判定コード欄に番号が印字されているものに限る。）で受験
資格証明に代えることができます（コピー可）。

２ 　試験の一部免除資格を証明する書類
　前記 ９ 「試験の一部免除の申請」を参照のこと。
３ 　既に消防設備士免状を持っている場合は，その写（表面・裏面）。

電子申請
　当センターホームページを参照してください。

試験手数料
及び

納 入 方 法

1 　試験手数料
　　甲種……5,７００円　乙種……３,8００円
2 　納入方法
　⑴　書面申請
　　 　受験願書と一緒にお渡しする所定の払込用紙を使って，郵便局の窓口

4 4 4 4 4 4

で払込み，その「振
替払込受付証明書（お客さま用）受験願書添付用  」を願書Ｂ面の所定欄に全面のり付け

4 4 4 4 4 4

してください。「振替払込請求書兼受領証」や「機械払込受領証」では受付できません。
　　 　万が一，自動払込機で払込んだ場合でも，窓口で「振替払込受付証明書（お客さま用）

受験願書添付用  」に日附印を受けてください。
　　　なお，払込手数料は本人でご負担ください。
　　※ 「振替払込受付証明書（お客さま用）受験願書添付用」を紛失，汚損等により受験願

書に貼付できない場合，当センターでは責任を負えませんので，くれぐれも紛失，汚
損等しないでください。紛失，汚損等した場合は，再度払込みの上，新たな「振替払
込受付証明書（お客さま用）受験願書添付用」を受験願書に貼りつけてください。

　　　 　なお，再度払込みをした後で，紛失した「振替払込受付証明書（お客さま用）受験
願書添付用」を発見し提出されたときは，還付申請により先に払込まれた受験手数料
をお返しします。

　⑵　電子申請
　　 　振込方法は，次の決済方法から選択できます。なお，払込手数料は本人でご負担くだ
さい。（ただし，団体一括電子申請の場合は当センターが負担します。）

　　ア　ペイジー（Pay-easy）決済　※情報リンク方式，オンライン方式
　　イ 　コンビニエンスストア決済（セブン−イレブン，ファミリーマート，ローソン，サー

クルＫ・サンクス，セイコーマート）
　　ウ　クレジットカード決済（VISA，Master Card，JCB，アメリカンエキスプレス，ダイナース）
　　　 　なお，払込期限は，「仮受付」の翌日から起算して ３日目の午後11時59分までです。
　　※ 　一般財団法人消防試験研究センターでは，電子申請に係る試験手数料の収納に関し

て，全てSMBCファイナンスサービス会社に業務委託しております。
　書面申請・電子申請いずれの場合も，一旦払込みされた試験手数料は，お返ししません（受
験願書の受理後，仕事等の都合で，受験できなくなった場合も同様です）。



１１　受験票及び写真
1 　受験票の送付

⑴　書面申請

受験願書を受理した受験者に対して，受験番号，試験会場，試験日時等を記載した受験票を試験日の１０

日前に発送します。

試験 1 週間前になっても届かない時は，速やかに岡山県支部に電話で照会してください。

受験票を，団体宛（会社等）にまとめて送付することを希望される場合は，願書提出時に，その旨と，

送付先の住所を申し出てください。その際に，受験申請者の名簿（様式は問いません）の提出をお願いし

ます。結果通知に関しても，同様にしてください。

⑵　電子申請

試験日の10日前に，申請時に登録した電子メールアドレスに受験票がダウンロードできる旨のメールが

発信されます。受験者本人が受験票を印刷し，試験日当日，必ず持参してください。

2 　写真の貼付（書面申請，電子申請共通）

⑴　試験日前 6 ヶ月以内に撮影した正面，無帽（宗教上又は医療上の理由がある場合を除く。），無背景，上

三分身像の縦４.５㎝，横3.５㎝のもの又はパスポート規格のもの，枠無しとし，鮮明なもの（裏面に氏名・

年齢及び撮影年月日を必ず記入してください。）を，受験票に貼ってください。写真はカラー，白黒どちら

でもかまいません。

写真は受験者本人の確認及び消防設備士免状の作成に使用しますので，試験当日は，写真を貼った受験

票を必ず持参してください。

写真を貼った受験票を持参しないと受験できません。

⑵　受験票の氏名欄は受験者の氏名をかい書で記入してください。

〈書面申請の場合の受験票〉
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〈電子申請の場合の受験票〉

１２　合　格　基　準
⑴　甲種特類

筆記試験において，「消防関係法令」，「構造機能及び工事・整備の方法」，「火災及び防火に係る知識」の各

科目ごとに４0％以上で，かつ，全体の出題数の60％以上の成績を修めた者を合格とします。

⑵　甲種特類以外

筆記試験において，「消防関係法令」「基礎的知識」「構造・機能及び工事・整備の方法」の各科目ごとに

４0％以上で全体の出題数の60％以上，かつ，実技試験において60％以上の成績を修めた者を合格とします。

なお，試験の一部免除がある場合は，免除を受けた以外の問題で上記の成績を修めた者を合格とします。

１３　合　格　発　表
合格発表は， ９ 月26日の予定です。岡山県支部の掲示板（支部事務所前廊下）に合格者の受験番号を公示する

とともに，受験者全員に「試験結果通知書」を郵送します。

（一財）消防試験研究センターのホームページでも，合格発表日の正午以降，合格者の受験番号を掲示します。

免状の交付は，結果通知書と一体になっている「免状交付申請書」によってのみ行います。

なお，電話による合否の問い合わせには，一切応じられません。

※試験会場付近で「発表を見に行けない人のために電話で合否をお知らせします。」といったサービスを有料で

受け付けていることがありますが，当センターとは関係ありませんのでくれぐれもご注意ください。
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１4　免状交付申請の手続き
試験合格者は，「試験結果通知書」と一体になっている「免状交付申請書」に所要事項を記入し，岡山県支部

に持参するか郵送してください。（新型コロナウイルス感染防止のため，できるだけ郵送でお願いします。）
試験結果通知書記載の申請期限までに提出された場合は，同通知書記載の免状配付日に免状を発送（配付）し

ます。同申請期限以降に提出された場合は，申請書受付から約 1 ケ月後に発送（配付）します。
免状申請に必要な書類は次のとおりです。

１5　その他の注意事項
⑴　前記11.2 ⑴の写真（縦4.5cm，横３.5cm）を貼付した受験票を持参しないと受験できません。また，受験票
の氏名欄には受験者の氏名をかい書で記入してください。

⑵　受験願書は，汚したり，折り曲げたりしないでください。字は丁寧にわかりやすく書いてください。
⑶　一旦提出し，センターで受理した受験願書等は一切お返ししません。また，一旦納入された試験手数料は，

お返ししません。
⑷　願書受付締切日を過ぎた受験願書及び，記載事項等に著しい不備のある受験願書は受理できません。この場

合は受験願書を返却します。受験願書返却の費用は，本人負担とします。

⑸　試験会場（大学構内）及び周辺の店舗の駐車場や路上には駐車できません。自動車（ 2輪車を除く）での来
場は厳禁です（不当駐車した場合は，失格とします）。

⑹　受験者は，試験開始30分前に集合し，監督者の説明をよく聞いて受験してください。受験票，鉛筆又はシャー
プペンシル（HB又はＢ），消しゴムを必ず持参してください。

特殊機能を持った腕時計の類，ボールペン，電卓，下敷き，計算尺，定規等は使用できません。携帯電話，
スマートフォン等の使用も禁止します。

⑺　試験会場敷地内は「禁煙」です。
⑻　試験会場で係員の指示に従わなかったり，不正行為があった場合は，退場を命じ又は不合格とすることがあ

ります。
⑼　試験当日の特例措置（車イスの使用等）を希望される場合は，事前にご連絡ください。
⑽　次回以降電子申請により受験申請する場合，この試験の受験票（控）や試験結果通知書があると，入力が簡

単になりますので，大切に保管してください。
⑾　事故等により，会場や日程を変更する場合には，岡山県支部からの緊急情報として当センターのホームペー

ジに掲載します。特に，気象庁が発表する特別警報等の防災情報に対処して試験日時を変更する場合の緊急情
報は，試験開始時間の 2 時間前までに掲示します。
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提出する書類等 注　　　意　　　事　　　項

免状交付申請書

　あらかじめ印字してある内容を確認し，誤りがあれば赤字訂正してください。また，太
枠内の申請者名（受験者本人が署名）・電話番号を記入し，結果通知書を切り離さないで
提出してください。記入のないものは受付けません。
　申請書は機械処理しますので，折れ線以外で折り曲げたりしないでください。
　免状に旧姓併記を希望の方は，事前に岡山県支部にお問い合わせください。
　裏面に2,900円分の岡山県収入証紙を貼ってください。収入印紙ではありませんので,ご
注意ください。
　☞ ［岡山県収入証紙は，岡山県庁の売店，警察署，一部の農業協同組合等で販売してい

ます。証紙販売所一覧は，インターネットホームページのhttps://www.shoubo-
shiken.or.jp/branch/32okayama/ stamp.htmlで見ることができます。］なお，県外等
のため岡山県収入証紙の入手が困難な場合は，現金書留で送金してください。岡山県
支部で購入して貼りつけます。ただし，送金に対して領収書は発行しません。

既　 得　 免　 状 　既に所有している，他の種類の消防設備士免状は必ず提出してください。

新免状送付用封筒 　免状の郵送を希望の方は，定形封筒に自宅又は勤め先いずれかの宛名を記入し404円分
の切手（簡易書留郵便代）を貼り，裏面左上に受験番号を記入して提出してください。
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個人情報の取り扱いについて

　一般財団法人消防試験研究センター（以下「当センター」という。）は，消防設備士試験の実施と免状作成業務を行っています。
　当センターは，試験及び免状事業の実施機関として個人情報を取り扱っていますので，個人情報の重要性を十分認識し，その
保護の徹底を図るとともに，個人情報の保護に関する法令及びその他の関連する規範を遵守し，取得した個人情報は，正確，か
つ，安全に取り扱います。
　また，個人情報保護に関する施策を確実に実行するため，責任体制の整備・維持，教育，監査及び見直し改善等を積極的に推
進します。

1 　当センターの個人情報の内容と利用目的は次のとおりです。
　①　個人情報の内容
　　　氏名，生年月日，本籍，住所，電話番号，勤務先名，学校名，職業，顔写真，メールアドレス等です。
　②　利用目的
　　　利用は，本人確認，本人への通知・連絡，免状作成，免状交付状況に係る事項等の当センターの業務の範囲内で行います。

2  　当センターは，利用目的達成のため，当該情報を業務委託先に預託する場合があります。その場合の業務委託処理は，個人
情報を保護するための措置及び業務委託先との責任関係の明確化を図るとともに，業務機器等の安全対策を確実に実施してい
ます。

　 　なお，個人情報の提供は，団体受験に関し当該団体代表者へ提供するもの及び法令等に基づくものに限定し適切に取り扱い
ます。

試 験 会 場 案 内 図
（試験会場には駐車場はありません。車では絶対に来ないでください。）

（不当駐車した場合，失格とします。）

（一財）消防試験研究センターは試験実施機関であり，受験準備の講習や，参考書の出版は，一切行っていま

せん。
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消防設備士受験願書記入例
●受験願書Ａ面右下の（記入上の注意）をよく読んでからこの記入例にしたがって記入してください。
　なお，書き損じた場合は，横 2 本線を引いて，その上方に正しく書いてください。
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●Ｂ面裏は，甲種受験者で実務経験証明書を必要とする方以外は，記入する必要はありません。
●卒業証書等の資格，科目免除証明書類のコピーはＢ面裏に貼付してください。
●消防設備士免状の所持者は，免状コピー（表・裏とも）を同じくＢ面裏に貼付してください。
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〔参　考〕

（一財）消防試験研究センター岡山県支部　案内図

免状の種類 工事整備対象設備等の種類

甲種のみ 特類 特殊消防用設備等（従来の消防用設備等に代わり，総務大臣が当該消防用設備等と同等
以上の性能があると認定した設備等）

甲　　種
及び

乙　　種

1 類
屋内消火栓設備，スプリンクラー設備，水噴霧消火設備，屋外消火栓設備，
パッケージ型消火設備，パッケージ型自動消火設備，
共同住宅用スプリンクラー設備

2 類 泡消火設備，パッケージ型消火設備，パッケージ型自動消火設備，特定駐車場用泡消火設備

3 類 不活性ガス消火設備，ハロゲン化物消火設備，粉末消火設備，
パッケージ型消火設備，パッケージ型自動消火設備

４ 類
自動火災報知設備，ガス漏れ火災警報設備，消防機関へ通報する火災報知設備，
共同住宅用自動火災報知設備，住戸用自動火災報知設備，
特定小規模施設用自動火災報知設備，複合型居住施設用自動火災報知設備

５ 類 金属製避難はしご，救助袋，緩降機

乙種のみ
6 類 消火器

7 類 漏電火災警報器

甲種消防設備士は，上記設備等の工事，整備及び点検ができますが，乙種消防設備士は整備及び点検だけができ
ます。

○岡山県庁から南西へ徒歩 ５ 分。
○岡電バス「岡電高屋行き」または宇野バス「四御神行き」他で県庁前停留所下車，南西へ徒歩 ５ 〜 8 分。
○路面電車「東山線」県庁通りまたは西大寺町下車徒歩10分。
○ 岡山県支部には専用駐車場がありませんので，公共交通機関をご利用のうえお越しください。お車でお

越しの場合は，近隣の有料駐車場をご利用ください。


